










































































































































































整理記号 差出人→受取人 状態・出典 ゲープハルト版 暫定書簡号
資料A Ｊ　→　Ｓ 『告白』草稿 現存しない
資料B Ｓ　→　Ｊ ハルマン記録 48bis（2） 書簡 48 − 2
資料 C Ｊ　→　Ｓ 『告白』完成稿 未収録 書簡 48 − 3
資料D Ｓ　→　Ｊ 『告白』跋文 48bis（1） 書簡 48 − 4













































































































































































































































　「エペソ人への手紙」第 4章 5節「主は 1つ，信仰は 1つ，バプテスマは 1つ。」
〔p. 2〕
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◎ Sangiacomo, Andrea（Trand.）,  Spinoza. Tutte  le  opere, Testi  originali  a  fronte, 
Bompiani, 2010.



























Intellectual Consequences  of  the Sixteenth-Century Religious Upheaval  and  the 
Coming of a Rational World View, Sixteenth Century Journal VolumeXVIII, No. 1. 
◎ Freudenthal,  J.[1927],  Spinoza Leben und Lehre,  Ier Teil: Das Leben Spinozas, 
hrsg.  von C. Gebhardt,  in: BIBLIOTHECA SPINOZANA. CURIS  SOCIETATIS 
SPINOZANAE, Tom. V.（フロイデンタール，J.（工藤喜作訳）[1982]『スピノザの生涯』
皙書房）
◎ 平尾昌宏[2004]「形式・体系・自然―シェリング『叙述』とスピノザ『エチカ』―」
松山壽一，加國尚志編『シェリング自然哲学への誘い』晃洋書房所収.
◎ 平尾昌宏[2011]「メンデルスゾーンとスピノザ主義の水脈―その源流」『スピノザー
ナ』11号.
◎ 平尾昌宏[2017]「スピノザ書簡集を作る―リマスターとリミックス」『スピノザーナ』
15号.
◎ 加藤喜之[2014]「初期啓蒙思想とキリスト教神学 : ペトルス・ファン・マストリヒト
（1630-1706）のデカルト主義批判」『キリストと世界（東京基督教大学紀要）』24号.
◎ 加藤喜之[2015]「十七世紀ネーデルラント連邦共和国におけるデカルト主義の興亡 : ク
リストフ・ウィティキウス（1625-87）の『スピノザ反駁』（1690）」『キリストと世界（東
京基督教大学紀要）』25号.
84
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◎ Nadler, Steven[1999], Spinoza. A Life, Cambridge University Press.（ナドラー，S.『ス
ピノザ　ある哲学者の人生』青木宏二訳，人文書館，2012年.）
◎Nyden-Bullock, Tammy[2007], Spinoza’s Radical Cartesian Mind, Continuum. 
◎ 桜井直文[2014]「スピノザとオランダ・カルテジアニズム」『明治大学人文科学研究所
紀要』75号.
◎Spruit, L.[2004], Introduzione, in: Jalles=Spruit.
◎ Stein, Ludwig[1890], Leibniz und Spinoza, Ein Beitrag zur Entwicklungsgeschichte 
der Leibnizischen Philosophie.
◎ 上野修[2006]『スピノザ　無神論者は宗教を肯定できるか』NHK出版（→同著[2014]『ス
ピノザ『神学政治論』を読む』ちくま学芸文庫に再録）.
付記： 現在，日本語版『スピノザ全集』の企画が進行中である。河井徳治先生と私は「往
復書簡集」の担当者として共同作業を進めてきており，本稿もその過程から生まれ
たものである。それをこうした形で発表することをお許し下さった河井先生に感謝
申し上げる。
